
 
                                                                            

 
 

                                         別紙１ 

 

平成 28年度 学内教育 GPプログラム事業経費計画書（萌芽型） 

              

 

 学   長  殿 

申請者（プログラム代表者名） 

                      氏名 学生支援室長 

学生・キャリア支援センター                         

              副センター長 作田 正明  

 

                     （部局長等の承認） 

                      私は下記の申請について了承します 

職名 副学長 

氏名 髙﨑 みどり     

 

事 業 名 称 キャリア教育/支援における新たな学びの仕組み 

取組代表者名 

  担当者名 

   

  

学生・キャリア支援センター 副センター長 作田 正明 

学生・キャリア支援センター センター長  髙﨑 みどり 

学生・キャリア支援センター 准教授    中川 まり 

学生・キャリア支援センター 特任講師   川端 由美子 

学生・キャリア支援センター アソシエイト・フェロー 服部 典子 

学生・キャリア支援課    課長     冨山 弘 

学生・キャリア支援課    副課長    脇 紀夫 

学生・キャリア支援課    係長     片桐 篤 

事 業 内 容 

 

 

【目的と背景】 

本事業は、中期計画２８年度計画「キャリア支援に係る体制の整備」【K15】

に関連するものです。目的は、キャリア教育・キャリア支援活動において、ピ

ア・サポートならびに他大学、産業界との連携活動を通じて、学生が自律的に

キャリアデザインを実現する力を育成することです。 

本事業の背景として、学部４年、修士２年の就職内定者が、後輩や就職活動

中の学生に対して、自主的な試みとして就職活動の情報提供やアドバイスを行

う姿が見受けられました。その活動は、仲間を支援する学生にとっても、支援

を受ける学生にとっても、生きたリーダーシップとピア・サポートを経験でき

る有意義な場であったようです。本事業は、こうしたお茶大生らしいホスピタ

リティとリーダーシップに溢れたサポート活動が、学年を超えても継続できる

ように仕組みづくりを行います。学内でのピア・サポートは他にもありますが、

就職活動に特化した活動はなく、就職のピア・サポートは本学にとって新規性

があると考えております。 

 

【実施内容】 

本事業では本学がキャリアデザインプログラムの中核として掲げるキー・コ

ンピテンシーの「自律的な活動」と「多様な社会集団との協働（ネットワーク

力）」の育成に特化し、教職員が仕組み作りをサポートした上で学生が主体と

なり、次の３つのプロジェクトを行います。 

１．学生が相互にキャリア支援・就職活動支援をするためのピア・サポート

組織の設立・運営 

２．ピアサポートグループが中心となった他大学とのグループ・ディスカッ

ションや交流 

３．キャリア支援行事およびキャリアデザイン科目での企業と連携したアク

ティブ・ラーニング 

 



 
 
 

【大学全体への効果】大学全体への効果は次の通りです。 

１．学生間のピア・サポートが就職支援にまで広がることで、学生間に自律

性、ネットワーク力が波及する。ネットワーク力は情報収集力につなが

るため、就職活動時期が流動的である現在、ますます重要となっている。 

 ２．共学校を含む他大学と関わることによる効果 

① 「お茶大らしさ」を客観的に考えられ、お茶の水女子大学の学生とし

ての誇りと自信をもち、自律的に進路選択に向き合える 

②  共学校との交流によって、女子大のハンディ（例．就職活動におい

て男子学生とのグループ討議で遠慮がちになる）やお茶大生の「自

己表現力が弱い」ことを乗り越える機会が得られる 

３．企業と連携したアクティブ・ラーニングによる効果 

① 学生が、企業の女性活躍の実際と課題に触れることができる 

② 本学理念である女性リーダーの育成を産業界に示す実践の場とな

り、学外からの価値を高めることができる 

 

【支援期間後の見通し】 

支援期間後は、学生のピア・サポート組織は、一般のサークル活動や学園祭

実行委員などと同様に学年間で引き継がれていくことが考えられます。 

積 算 内 訳   就職活動に特化したピア・サポート組織を立ち上げるために、初年度は組織

設立と運営のノウハウおよび他大学・企業とのネットワークなどのリソース活

用について、外部への運営委託を計画しております。 

  なお、本事業終了後も提供された運営ノウハウや他大学および企業とのネッ

トワークは学内で継続して維持・活用し、単年度での運営委託にとどまらず、

仕組みとして学内に残して発展させていきます。 

  

  ＊外部から提供を受ける内容 

    ・ピア・サポート組織の設立および運営支援 

    ・ピアサポートグループが中心となった他大学とのグループ・ディスカ 

     ッションや交流のアレンジ 

   ・他大学や企業との事務連絡・調整など 

 

□費用合計 1,000,000円 

【内訳】 

１．運営委託費  450,000円 

    企画・運営費   1式    400,000円 

    通信費            50,000円 

 

２．人件費（AA 1名） 394,780円 

    基本給@1,200×6h(3h×2日/週)×4回（1ヶ月）×12カ月＝345,600円 

    通勤手当 @4,000×12ヶ月＝48,000円 

    労災保険料 3/1,000×（345,600＋48,000）＝1,180円 

 

 ３．謝金 

 資料整理等 @1,100 × 50h ＝ 55,000円 

 

４．物品費 

ピア・サポート活動用消耗品   45,000 円 

 

５．交通費  55,220 円 

 

 

 


